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17
番
目
の
就
労
ビ
ザ
「
特
定
技
能
」
へ
の
高
い
関
心

『
実
務
家
の
た
め
の
１
０
０
の
実
践
事
例
で
分
か
る

入
管
手
続
き
』
な
ど
の
共
著
も
あ
る
濵
川
さ
ん
。
ま
ず

は
読
者
の
関
心
も
高
い
、
現
時
点
（
２
月
上
旬
取
材
）

に
お
け
る
「
特
定
技
能
」
の
概
要
等
に
つ
い
て
聞
い
て

み
た
い
。

「
外
国
人
が
取
得
可
能
な
就
労
ビ
ザ
は
今
、
16
種
類

あ
り
ま
す
。
今
年
４
月
か
ら
は
そ
こ
に
新
た
な
就
労
ビ

ザ
と
し
て
『
特
定
技
能
』
在
留
資
格
が
加
わ
り
ま
す
。

こ
の
17
番
目
の
新
た
な
就
労
ビ
ザ
に
今
、
多
く
の
企
業

が
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
禁
止
さ

れ
て
い
た
単
純
労
働
分
野
へ
の
外
国
人
の
就
労
が
、
こ

の
特
定
技
能
に
お
い
て
は
合
法
化
さ
れ
る
点
に
あ
り
ま

す
。法

務
省
の
『
制
度
の
運
用
に
関
す
る
基
本
方
針
』
で

は
、
特
定
技
能
在
留
資
格
の
意
義
と
し
て
『
生
産
性
向

上
や
国
内
人
材
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
て
も
人
材
確

保
が
困
難
な
産
業
で
の
人
材
確
保
』と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
『
人
材
確
保
が
困
難
な
産
業
』
と
し
て
、
こ
の
４

月
か
ら
の
運
用
で
は
、
介
護
、
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

素
形
材
産
業
、
産
業
機
械
製
造
業
、
電
気
・
電
子
情
報

関
連
産
業
、
建
設
、
造
船
・
船
用
工
業
、
自
動
車
整
備
、

航
空
、
宿
泊
、
農
業
、
漁
業
、
飲
食
料
品
製
造
業
、
外

食
業
の
14
分
野
が
『
特
定
産
業
分
野
』
と
し
て
そ
の
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
対
象
分
野
は
さ
ら
に
広
が
る
と
予
想
さ

れ
て
お
り
、
最
近
で
は
小
売
業
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ

ニ
、
縫
製
、
印
刷
な
ど
の
業
界
団
体
な
ど
も
そ
の
対
象

に
加
え
て
ほ
し
い
と
、
法
務
大
臣
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
て

い
ま
す
」

特
定
技
能
で
の
就
労
が
認
め
ら
れ
る
２
要
件

新
た
な
就
労
ビ
ザ
と
な
る
「
特
定
技
能
」
は
「
特

定
技
能
１
号
」（
特
定
技
能
分
野
に
属
す
る
相
当
程
度

の
知
識
ま
た
は
経
験
を
必
要
と
す
る
技
能
を
要
す
る
業

務
に
従
事
す
る
外
国
人
向
け
の
在
留
資
格
）
と
「
特
定

技
能
２
号
」（
特
定
産
業
分
野
に
属
す
る
熟
練
し
た
技

能
を
要
す
る
業
務
に
従
事
す
る
外
国
人
向
け
の
在
留
資

格
）
の
２
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
現
時
点
に
お
い

て
は
「
特
定
技
能
２
号
」
の
対
象
分
野
は
建
設
と
造
船
・

船
用
工
業
の
２
分
野
の
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
の

「
特
定
技
能
」
と
は
「
特
定
技
能
１
号
」
を
前
提
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
進
め
た
い
。

「
特
定
技
能
で
の
就
労
が
認
め
ら
れ
る
要
件
と
し
て

は
、
大
き
く
２
つ
の
ル
ー
ト
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
つ
目
の
ル
ー
ト
は
、
過
去
に
技
能
実
習
生
と
し
て
来

日
し
、
３
年
間
の
技
能
実
習
期
間
を
問
題
な
く
過
ご
し

た
外
国
人
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
も
う
１
つ
の
ル
ー
ト

は
、
日
本
語
能
力
試
験
と
特
定
技
能
評
価
試
験
の
２
つ

の
試
験
に
合
格
し
た
外
国
人
で
あ
る
こ
と
で
す
。

日
本
語
能
力
試
験
は
、
難
易
度
の
高
い
ほ
う
か
ら
Ｎ

「
単
純
労
働
分
野
に
お
け
る
外
国
人
の
就
労
が
、
特
定
技
能
で
は
合
法
化

さ
れ
ま
す
」

編集長インタビュー

１
、
Ｎ
２
、
Ｎ
３
、
Ｎ
４
、
Ｎ
５
と
あ
り
ま
す
が
、
今

回
の
特
定
技
能
で
は
、
基
本
的
な
日
本
語
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
Ｎ
４
の
合
格
者
以
上
と
さ
れ
て
い
ま

す
。特

定
技
能
評
価
試
験
の
ほ
う
は
、
14
分
野
ご
と
の
基

本
的
な
知
識
を
問
う
試
験
が
現
在
、
管
轄
省
庁
や
業
界

団
体
等
に
お
い
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
宿
泊

と
外
食
業
に
関
し
て
は
す
で
に
業
界
団
体
に
よ
っ
て
、

具
体
的
な
試
験
問
題
の
作
成
、
試
験
運
用
の
準
備
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
特
定
技
能
ビ
ザ
は
上
限
５
年
間
。
５
年

間
で
最
大
34
万
５
１
５
０
人
の
外
国
人
の
受
け
入
れ
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
、
こ
の
上
限
５
年
間
の
過
程
で
は
見
直
し

も
あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
政
府
か
ら
は
２
０
２
０
年

４
月
時
点
で
の
見
直
し
と
の
正
式
発
表
も
あ
り
、
そ
の

間
の
運
用
を
見
極
め
た
う
え
で
さ
ら
に
受
け
入
れ
を
拡

大
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
ス
ト
ッ
プ
す
る
の
か
と
い
っ
た
判
断
が
な
さ

れ
る
も
の
と
予
想
し
て
い
ま
す
」

「
特
定
技
能
」
で
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
現
状

人
材
派
遣
や
人
材
紹
介
の
事
業
者
に
と
っ
て
一
番
気

に
な
る
の
は
、
や
は
り
「
特
定
技
能
」
の
在
留
資
格
を

持
つ
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
動
向
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
法
務
省
な
ど
の
関
係
省
庁
や
メ
デ
ィ
ア
等
で
も

情
報
は
拡
散
し
て
い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
濵
川
さ
ん
に
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入管法改正による「特定技能」という新たな就労ビザの施行が間近に迫っている。外国人
材に関わる、あるいは今後関わろうとする人材ビジネス会社にとって、おそらく特定技能と
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人材紹介会社を共同設立した経緯もある、いわば人材ビジネスと外国人雇用の実務に深く
関わる、この分野の草分けの一人。インタビューでは外国人雇用に関わる人材ビジネス会
社へ向けたノウハウ、アドバイスも公開してもらった。� （インタビュー・構成　伊藤秀範）
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